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第 ３ 章  ま と め  

 

 １  ガ イ ド ヘ ル パ ー に よ る 移 動 支 援 に つ い て  

   従 来 、 ガ イ ド ヘ ル プ 事 業 は 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 制 度 の 一

環 と し て 、 国 が 定 め た 一 定 の 研 修 を 終 了 し た 者 に よ っ て

行 わ れ て き た と こ ろ で あ る 。 今 回 調 査 に よ る と 、 介 護 方

法 や 守 秘 義 務 の 遵 守 等 基 本 的 事 項 に つ い て 、 多 く の 問 題

が 提 起 さ れ た 。 こ れ ら 解 決 に は 、 時 間 を 要 す る も の で あ

る が 、 障 害 者 の 自 立 へ の 努 力 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー の 職 業 人

と し て の 倫 理 観 を 自 覚 し 、 相 互 理 解 と 協 調 が 必 要 と 思 わ

れ る 。 以 下 、 基 本 的 事 項 に つ い て 述 べ る 。  

 

（ １ ） ガ イ ド ヘ ル パ ー 利 用 に よ る 移 動 の 利 点 に つ い て  

視 覚 障 害 者 の ガ イ ド ヘ ル プ に は 、 安 全 性 （ 安 心 感 ）、

能 率 性 、 見 た 目 の 自 然 さ 、 視 覚 障 害 者 ・ ガ イ ド ヘ ル パ

ー 双 方 に と っ て の 歩 き や す さ 、 の 四 つ が 求 め ら れ る 。  

独 り 歩 き に 馴 れ た 視 覚 障 害 者 で も 、 初 め て の 場 所 に 独

り で 行 く こ と は い ろ い ろ と 困 難 が あ る が 、 ガ イ ド ヘ ル

パ ー と 外 出 す る と 、 安 全 で 能 率 的 な 移 動 が で き 、 新 幹

線 の グ リ ー ン 車 や 飛 行 機 の フ ァ ー ス ト ク ラ ス に 乗 っ て

い る よ う に 快 適 だ と い わ れ る 。  

ま た 、 適 時 、 的 確 な 情 報 提 供 を 受 け る こ と に よ り 、

短 時 間 に 多 く の 用 事 を 済 ま す こ と が で き た り 、 二 人 で

歩 く 事 に よ り 歩 行 速 度 を 速 め る こ と も で き 、 時 間 を 節

約 す る こ と も で き る 。 他 に も 独 り 歩 き の 時 の よ う な 緊

張 感 （ 常 に 聞 き 耳 を た て て 周 囲 を 気 に し た り 、 立 ち 止

ま っ て 挨 拶 を す る と 向 い て い た 方 向 が 判 ら な く な っ て

し ま う 等 ） を 持 つ 事 な く 、 歩 き な が ら 会 話 が で き る ぐ

ら い の リ ラ ッ ク ス 感 を 持 つ な ど の 精 神 面 の お け る 利 点

が 多 い 。  

こ の よ う に 、 ガ イ ド ヘ ル プ に は 視 覚 障 害 者 が 円 滑 な

生 活 を 送 る 上 で 不 可 欠 な 役 割 が 期 待 さ れ て お り 、 ガ イ



ド ヘ ル パ ー に は 、視 覚 障 害 者 の 利 用 目 的 を 十 分 把 握 し 、

そ の 目 的 達 成 を 支 援 し て い く た め の 技 能 、 ノ ウ ハ ウ を

活 用 し て い く こ と が 求 め ら れ て い る 。  

ガ イ ド ヘ ル パ ー 制 度 を 利 用 す る と い う こ と は 、 ガ イ

ド ヘ ル パ ー と の 出 会 い の 場 で も あ り 、 共 に 歩 く と い う

他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 で も あ る 。  

 

（ ２ ） 移 動 支 援 （ 介 助 ） と 、 介 護 と の 違 い に つ い て  

健 康 な 障 害 者 に 対 す る 移 動 支 援 は 、 病 人 や 高 齢 者 に

対 す る 介 護 と は 異 な る 。 障 害 者 本 人 が で き る こ と 、 で

き な い こ と 、 ど ん な 支 援 （ 手 助 け ） が 必 要 か を よ く 話

し 合 い 、 十 二 分 に 把 握 し て ガ イ ド を す る こ と が 重 要 で

あ る 。  

    失 明 後 間 も な い 視 覚 障 害 者 の 中 に は 、 手 引 き さ れ る

こ と に 慣 れ て い な い 人 も い る 。 ど う す れ ば 安 全 か 、 必

要 に 応 じ て 話 し 合 い 、 知 ら な い 場 合 は 教 え て い く こ と

も 、 社 会 参 加 を 促 進 す る 上 で 必 要 な こ と で あ る 。  

ガ イ ド を 始 め る 前 に 、 そ の 人 が 慣 れ て い る ガ イ ド の

方 法 を 聞 き 取 り 、 も し そ の 方 法 に 問 題 が あ れ ば 話 し 合

い 、 二 人 に と っ て 安 全 で 効 率 的 な 方 法 で ガ イ ド を 行 う

こ と が 重 要 で あ る 。  

 

（ ３ ） 目 的 地 ま で の 経 路 に つ い て  

視 覚 障 害 者 が 、 あ ら か じ め 、 で き る 限 り の 情 報 を 入

手 し 、 下 調 べ を す る こ と も 社 会 参 加 の た め に は 必 要 な

こ と と も い え る が 、 単 独 歩 行 の 経 験 が な い 人 や 要 領 よ

く 説 明 で き な い 人 も い る こ と か ら 、 初 め て 行 く 場 所 に

つ い て は 、 あ ら か じ め 、 経 路 や 方 法 を 相 談 し 、 ガ イ ド

ヘ ル パ ー 自 ら 下 調 べ を す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ４ ） ガ イ ド 中 の 交 通 費  

ガ イ ド ヘ ル プ 中 の 交 通 費 は 、 原 則 と し て 、 ヘ ル パ ー



の 分 も 利 用 者 で あ る 視 覚 障 害 者 が 負 担 す る 。 馴 れ た 経

路 の 方 が 安 心 と い う 利 用 者 も い れ ば 、 新 し い 経 路 を 覚

え た い 、 お 金 が か か っ て も 時 間 を 節 約 し た い と い う 利

用 者 も い る 。 経 路 や 方 法 に つ い て は 、 あ ら か じ め よ く

話 し 合 っ て 決 め る こ と が 必 要 で あ る 。  

   （ 注 ） 平 成 １ ８ 年 １ ０ 月 か ら 市 町 村 実 施 事 業 と な る た

め 、 負 担 方 法 が 変 わ る 事 も 考 え ら れ る 。  

 

（ ５ ） 待 ち 合 わ せ 場 所 に つ い て  

視 覚 障 害 者 は 看 板 や 大 時 計 な ど は 見 え な い の で 、 改

札 口 を 出 た 所 、 ポ ス ト の 前 等 、 体 感 で き る 場 所 を 待 ち

合 わ せ 場 所 に 決 め る こ と が 、 す れ 違 い や 時 間 の ロ ス を

防 ぐ た め に 有 効 で あ る 。 こ の た め 、 待 ち 合 わ せ 場 所 の

決 定 は 、 利 用 者 側 に あ る 。  

 

（ ６ ） ガ イ ド ヘ ル パ ー の 指 名 に つ い て  

従 来 、担 当 ガ イ ド ヘ ル パ ー は 、行 政 ま た は 事 業 者 が 、

そ の 都 度 「 だ れ が 行 く か 」 を 決 定 し 、 派 遣 を 行 っ て き

た 。そ の 中 で は 、利 用 者 か ら 、「 こ れ ま で の 人 が よ か っ

た の に 変 え ら れ て し ま っ た 」 と い う 声 が 当 然 上 が っ て

き て い た 。 な に よ り 、 介 助 と は ご く プ ラ イ ベ ー ト な 性

格 の も の で あ っ て 、 そ う し た 「 行 政 ・ 委 託 事 業 者 な ど

の 都 合 で 派 遣 さ れ る 見 ず 知 ら ず の 人 」 に 簡 単 に 依 頼 で

き る も の で は な い と い う 人 権 的 な 問 題 が あ る 。 派 遣 側

の 事 情 は あ る に し て も 、 複 数 の ヘ ル パ ー を 候 補 に 挙 げ

て お き 、 利 用 者 の 意 向 を 聞 く こ と も 必 要 で あ ろ う 。  

 

  （ ７ ） 守 秘 義 務 の 遵 守 に つ い て  

視 覚 障 害 者 が 介 助 を 受 け る 場 合 、 何 を 食 べ 、 ど こ に

行 き 、 だ れ と 会 い 、 と い う 生 活 行 動 や 、 果 て は 暗 証 番

号 や 趣 味 嗜 好 、 預 金 残 高 、 全 て の こ と を 介 助 者 に さ ら

す こ と に な る 。 そ の 意 味 で 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー と 視 覚 障



害 者 の 間 に は 、 単 に 介 助 す る 側 と こ れ を 受 け る 側 と い

う 関 係 以 上 の 深 い 信 頼 関 係 が 必 要 に な る 。し た が っ て 、

ガ イ ド ヘ ル パ ー が 職 務 を 通 じ て 知 っ た 利 用 者 の プ ラ イ

バ シ ー に つ い て 守 秘 義 務 を 負 う の は 当 然 で あ る が 、 実

際 、 プ ラ イ バ シ ー が 流 出 し た 事 例 は ア ン ケ ー ト 調 査 結

果 か ら も 多 数 み ら れ る 。 意 図 的 か ど う か は 別 と し て 、

ガ イ ド ヘ ル パ ー が 利 用 者 と の 会 話 の 中 で 、 他 の 利 用 者

や 他 の ガ イ ド ヘ ル パ ー の こ と を 話 題 に し て い る こ と は

事 実 で あ り 、 そ う し た こ と に よ り 他 の 利 用 者 の 個 人 情

報 を 漏 ら し た り 、 名 誉 を 傷 つ け る よ う な こ と に も な る

の で あ る 。  

こ の よ う に 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー は 、 利 用 者 の 個 人 情 報

を 十 分 把 握 す る こ と に よ り 、そ の 目 的 を 達 成 で き る が 、

そ の 職 務 遂 行 は 利 用 者 と の 信 頼 関 係 に 基 礎 を お く も の

で あ る 。 そ の 意 味 で 、 守 秘 義 務 の 遵 守 は 絶 対 不 可 決 の

条 件 で あ っ て 、 利 用 者 の 基 本 的 人 権 を 尊 重 す る 趣 旨 か

ら も 、 行 政 や 事 業 者 に よ る 研 修 の 実 施 が 強 く 求 め ら れ

る 。  

 

（ ８ ） ガ イ ド ヘ ル プ 制 度 の 問 題 と 課 題  

ガ イ ド ヘ ル パ ー 制 度 は 、1982（ 昭 和 57）年 、心 身

障 害 者 家 庭 奉 仕 員 （ ホ ー ム ヘ ル パ ー ） 派 遣 制 度 と し て

発 足 し た 。 し か し 、 こ の 制 度 で は 視 覚 障 害 者 の 外 出 を

保 障 す る の に は 不 十 分 で あ っ た 。1988（ 昭 和 63）年 、

家 庭 奉 仕 員 派 遣 制 度 の 中 に 「 ガ イ ド ヘ ル パ ー を 含 む 」

こ と と さ れ た 。 こ の 時 点 か ら ガ イ ド ヘ ル パ ー 派 遣 制 度

は 、 国 の 補 助 事 業 と し て 、 各 自 治 体 の 事 業 と な っ た 。

こ の 制 度 の 内 容 は 、 実 施 主 体 は 、 区 市 町 村 。 派 遣 対 象

は 、18 歳 以 上 の 1～ 2 級 の 重 度 視 覚 障 害 者 。派 遣 内 容

は 、 外 出 時 の 付 き 添 い 。 費 用 負 担 は 利 用 者 の 所 得 に 応

じ て 。 そ の 他 細 部 は 、 実 施 主 体 に 委 ね ら れ た 。  

本 事 業 が 全 国 的 に 展 開 さ れ る よ う に な っ た こ と は 、



視 覚 障 害 者 に と っ て 朗 報 で あ っ た が 、問 題 も 多 か っ た 。

そ の 一 つ は 、 実 施 主 体 に よ っ て そ の 内 容 に 格 差 が 生 じ

て い る こ と で あ っ た 。 例 え ば 、 文 化 活 動 、 レ ク リ ェ ー

シ ョ ン 活 動 、 日 常 生 活 の 買 い 物 な ど に も 利 用 で き な い

自 治 体 が ほ と ん ど で あ っ た 。 ま た 、 利 用 回 数 、 利 用 時

間 な ど に つ い て も 市 町 村 に よ る 格 差 が 生 じ 、 今 日 と 同

様 の 課 題 を 抱 え て い た 。  

1988（ 昭 和 63）年 以 降 、全 国 で 実 施 さ れ て い る ガ

イ ド ヘ ル パ ー 制 度 を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 し て 、 全 国 各 地

へ 出 か け る と き に 利 用 し や す く す る よ う な 仕 組 み づ く

り が 行 わ れ た 。  

1990（ 平 成 ２ ） 年 に は 、 身 体 障 害 者 福 祉 法 の 中 に

「 明 る い く ら し 促 進 事 業 」 が 規 定 さ れ 、 移 動 支 援 に つ

い て は 「 ガ イ ド ヘ ル パ ー ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 」 が メ ニ ュ

ー と し て 位 置 付 け ら れ 、 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 間 を 移 動

す る 場 合 に 、 そ の 目 的 地 に お い て 必 要 と な る ガ イ ド ヘ

ル パ ー が 確 保 さ れ る こ と と な っ た 。  

そ の 後 、 こ の メ ニ ュ ー 事 業 は 、 障 害 者 の 社 会 参 加 推

進 を 総 合 的 か つ 効 果 的 に 推 進 す る た め に 、 2003（ 平

成 15） 年 5 月 「 障 害 者 社 会 参 加 総 合 推 進 事 業 」 と し

て 統 合 ・ 再 編 さ れ た 。 こ れ に 伴 い 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー ネ

ッ ト ワ ー ク 事 業 も 移 動 支 援 事 業 の 「 指 定 居 宅 介 護 事 業

者 情 報 提 供 事 業 」 と 改 め ら れ た 。  

2005（ 平 成 17）年 10 月 、新 た に 障 害 者 自 立 支 援

法 が 制 定 さ れ 、 2006（ 平 成 １ ８ ） 年 １ ０ 月 か ら 「 ガ

イ ド ヘ ル パ ー 事 業 」 は 、 地 域 生 活 支 援 事 業 と し て 市 町

村 が 実 施 す る こ と と な っ た 。 厚 生 労 働 省 に よ れ ば 、 ガ

イ ド ヘ ル パ ー 事 業 は 、 市 町 村 の 地 域 特 性 を 尊 重 す る こ

と を 主 眼 に 、 市 町 村 の 判 断 で 実 施 さ れ る こ と が 最 良 で

あ る た め で あ る と さ れ て い る 。 し か し こ の 改 正 に よ っ

て 、 実 施 主 体 の 財 政 事 情 に よ っ て は 事 業 事 態 が 実 施 さ

れ な い 。 あ る い は 利 用 時 間 の 縮 小 、 利 用 制 限 な ど が 発



生 す る な ど 市 町 村 格 差 が 生 じ る こ と が 懸 念 さ れ る 。 ま

た 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー の 資 格 や 質 に つ い て も 市 町 村 に 委

ね ら れ る こ と か ら 、 現 在 実 施 さ れ て い る ガ イ ド ヘ ル パ

ー 養 成 研 修 事 業 も 任 意 実 施 と な り 、 ガ イ ド ヘ ル パ ー 養

成 研 修 の 未 受 講 者 や ホ ー ム ヘ ル パ ー の 資 格 の な い 者 が

ガ イ ド ヘ ル パ ー と な る こ と も 考 え ら れ 、 視 覚 障 害 者 の

移 動 支 援 の 安 全 性 の 確 保 に つ い て も 危 惧 さ れ る と こ ろ

で あ る 。  

さ ら に 、 障 害 者 自 立 支 援 法 で は 、 ガ イ ド ヘ ル プ が 二

種 類 に 大 別 さ れ る こ と に な っ た 。 一 つ は 介 護 給 付 費 の

「 行 動 援 護 」、も う 一 つ は 地 域 生 活 支 援 事 業 の「 移 動 支

援 」で あ る 。視 覚 障 害 者 の ガ イ ド ヘ ル プ は「 移 動 支 援 」

と し て 実 施 さ れ る こ と と な っ た 。 障 害 者 自 立 支 援 法 で

は 、 障 害 が 重 い 人 へ の サ ー ビ ス か ら 予 算 を 割 り 当 て る

た め 、 介 護 が 必 要 な 障 害 者 に 対 す る サ ー ビ ス は 国 の 義

務 的 経 費 、 介 助 が 必 要 な 者 は 、 市 町 村 単 独 事 業 と し て

位 置 づ け ら れ 裁 量 的 経 費 で 運 営 さ れ る も の で あ る 。 支

援 費 制 度 で 一 定 レ ベ ル の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る よ う に

な っ て き た と こ ろ に 、 財 政 事 情 が 厳 し い 市 町 村 で は 、

視 覚 障 害 者 の ガ イ ド ヘ ル プ 事 業 が 縮 小 さ れ た り 、 社 会

的 資 源 の 活 用 と い う 名 目 で 、 安 価 な ボ ラ ン テ ィ ア に 依

存 す る 所 が 出 て く る 可 能 性 も 十 分 あ る 。  

 

２  車 両 に よ る 移 動 支 援 に つ い て  

 （ １ ） ガ イ ド と 自 家 用 自 動 車 の 運 行 に つ い て  

従 来 、 ガ イ ド ヘ ル プ 事 業 は 、 車 い す 利 用 者 、 視 覚 障

害 者 及 び 知 的 障 害 者 が 外 出 す る 際 に ガ イ ド ヘ ル パ ー を

派 遣 し 、 自 立 を 支 援 す る も の と し て 重 要 な 役 割 を 果 た

し て き た 。 こ の 事 業 で は 、 電 車 、 バ ス 等 公 共 交 通 機 関

を 利 用 す る こ と を 原 則 と し な が ら も 、 事 実 上 は 、 障 害

者 の 利 便 を 考 慮 し て 、 ヘ ル パ ー の 自 家 用 自 動 車 を 使 用

し て 運 用 さ れ る の が 大 半 で あ っ た 。 と こ ろ が 、 支 援 費



制 度 へ の 移 行 を 前 に し て 、 自 家 用 自 動 車 の 利 用 は 支 援

費 の 対 象 と す る こ と が で き な い 旨 の 見 解 が 国 か ら 示 さ

れ た 。 そ の 理 由 と し て は 、 自 家 用 自 動 車 の 有 償 運 送 は

道 路 運 送 法 に 抵 触 す る 恐 れ が あ る こ と や 、 事 故 の 際 の

対 応 が 困 難 で あ る こ と の た め で あ っ た 。  

し か し 、 障 害 者 の 社 会 参 加 を 促 し 、 そ の 前 提 と な る

外 出 を 合 理 的 な 方 法 で 支 援 す る こ と は 、 障 害 者 福 祉 事

業 の 中 で も 重 要 な 支 援 策 の 一 つ で あ る 。 国 、 地 方 公 共

団 体 は 、 公 共 交 通 機 関 の 利 用 が 困 難 な 障 害 者 、 交 通 の

利 便 が 芳 し く な い 地 域 に お い て は 、 外 出 に 支 障 を 来 さ

な い た め の 移 動 手 段 を 整 備 拡 充 す る こ と が 望 ま れ る 。  

 

 （ ２ ） 通 院 患 者 の 移 送 サ ー ビ ス に つ い て  

慢 性 病 や 腎 不 全 に よ る 人 工 透 析 を 受 け て い る 者 の よ

う に 定 期 的 に 通 院 す る 者 に と っ て は 、 軽 度 な 者 は 、 公

共 の 交 通 機 関 を 利 用 で き る が 、 移 動 困 難 な 者 は 、 自 宅

か ら バ ス 停 や 駅 ま で 徒 歩 、 交 通 機 関 の 乗 り 換 え 等 の 行

程 が 苦 痛 な の で タ ク シ ー を 利 用 す る ケ ー ス が 多 い 。 こ

の 場 合 、 徒 歩 の 部 分 の み を タ ク シ ー 利 用 で は な く 、 自

宅 か ら 直 接 病 院 ま で 利 用 す る こ と と な る の で 、 通 院 費

用 も 多 く な る 。 ま た 、 朝 や 雨 天 時 に は 他 の 利 用 者 が 多

く な る た め 、 そ の 確 保 が 難 し く な る 。 こ の こ と は 、 通

院 に 関 す る 公 的 負 担 が な い 中 、 生 活 の 質 を 落 と す 原 因

と も な っ て い る 。  

重 度 の 透 析 患 者 の 中 に は 、入 院 す る 必 要 は な い の に 、

対 応 で き る 移 動 支 援 が な い た め 、 や む な く 社 会 的 入 院

を し て い る 者 も い る 。 費 用 の 増 加 に 加 え 、 本 当 に 入 院

が 必 要 な 患 者 が 入 院 で き な い 事 態 を 招 い て い る 。  

移 動 困 難 な 視 覚 障 害 者 や 高 齢 者 、 通 院 患 者 等 の 生 命

を 守 る た め の 通 院 の 移 動 手 段 を 保 障 す る 整 備 が 求 め ら

れ る と こ ろ で あ る 。  

 


